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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/71     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/28     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   19/00     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/71     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   35/28     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ    9/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月10日(2015.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　抗体のＦｃ部分および可溶性ＩＧＦ－ＩＲタンパク質を含む融合タンパク質、その生物
活性フラグメントもしくは類似体であって、配列番号１６、配列番号１２、配列番号１４
、配列番号１８、配列番号８、または配列番号１０の配列を含む、前記融合タンパク質、
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その生物活性フラグメントもしくは類似体。
【請求項２】
　請求項１の融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体であって、配列
番号１６、配列番号１２、配列番号１４、配列番号１８、配列番号８、または配列番号１
０の配列からなる、前記融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体。
【請求項３】
　請求項１または２の融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体をコー
ドする核酸。
【請求項４】
　前記核酸が配列番号７、９、１１、１３、１５、もしくは１７の配列を有する、または
その縮重改変体である、請求項３の核酸。
【請求項５】
　対象における血管新生関連疾病、癌、または転移疾患の阻害、予防、または治療に用い
る、請求項１または２の融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体を含
む薬学的組成物。
【請求項６】
　腫瘍転移、結腸直腸癌、肺癌、乳癌、多発性骨髄腫、多形膠芽細胞腫、肝癌、膀胱癌、
膵臓癌、肝臓癌、ユーイング肉腫、または骨肉腫の治療に用いる請求項５の薬学的組成物
。
【請求項７】
　前記肝癌が肝臓転移である、請求項６の薬学的組成物。
【請求項８】
　請求項１または２の融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体を発現
するように遺伝子組換えされた自己細胞を対象に投与する、請求項５～７のいずれか１項
の薬学的組成物。
【請求項９】
　前記自己細胞は骨髄由来間葉系間質細胞である、請求項８の薬学的組成物。
【請求項１０】
　前記融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体を、他の血管新生阻害
剤、抗癌剤、および／または療法と組み合わせて対象に投与する、請求項５～９のいずれ
か１項の薬学的組成物。
【請求項１１】
　前記融合タンパク質、その生物活性フラグメントもしくは類似体および前記血管新生阻
害剤、抗癌剤、または療法は、同時にまたは連続的に投与される、請求項１０の薬学的組
成物。
【請求項１２】
　前記抗癌剤または療法は、外科手術、放射線、化学療法、または標的癌治療である、請
求項１０または１１の薬学的組成物。
【請求項１３】
　前記標的癌治療は、小分子、モノクローナル抗体、癌ワクチン、アンチセンスヌクレオ
チド、ｓｉＲＮＡ、アプタマー、または遺伝子治療である、請求項１２の薬学的組成物。
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